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序序章章  平平塚塚市市景景観観ガガイイドドラライインンととはは  

 

１．平塚市景観ガイドラインとは 

平塚市景観ガイドライン（以下「景観ガイドライン」といいます。）は、平塚らしい景

観づくりを総合的かつ計画的に進めていくための目標や方針、推進方策などを明らかに

し、市民・事業者・行政が、協働により良好な景観づくりを実現することを目的とした

「平塚市景観計画」を推進するための指針です。建築物の建築や工作物の建設などの行

為の際の景観形成における配慮事項をまとめています。 

 

 

２．策定の経緯 

本市では、平成３年度に「平塚市都市景観基本計画」と「平塚市都市景観形成ガイド

ライン」を、平成５年度に「湘南ひらつか都市景観づくり要綱」を策定し、良好な景観

形成を誘導してきました。さらに平成１６年度に「景観法」が施行され、地方自治体が

景観行政をより一層推進することが可能となり、本市においてもより一層、景観行政を

推進するため、これまでの基本計画と要綱を見直し、法に基づく諸制度を活用した「平

塚市景観計画」と「平塚市景観条例」を策定しました。これに伴い、「平塚市都市景観形

成ガイドライン」を見直し、「平塚市景観計画」で定める景観形成基準に対応した「平塚

市景観ガイドライン」を策定しました。 

 

 

３．構成 

第１章共通ガイドラインは、市全域において行うすべての建築行為などに共通する「色

彩指針」「景観類型別基準と配慮事項」「緑化に関する指針」の３項目で構成しています。 

第２章建物等用途別のガイドラインは、「住居系用途」「工業系用途」「商業系用途」と、

これらに併設される「工作物」「屋外広告物」「公共的空間」の６項目に分類して、建物

等用途別に配慮する事項を記載しています。 

また、第３章景観重点区域のガイドラインは、「平塚市景観計画」に定めた市内３区域

の景観重点区域について、それぞれの区域ごとに配慮する事項を記載しています。 
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４．景観重点区域のガイドライン 

 景観重点区域とは、先導的な景観づくりを進める区域として、「平塚市景観計画」に定

めた地域です。「湘南ひらつか都市景観づくり要綱」において指定した「まちなみ景観形

成モデル地区」の「海へのシンボル軸」「都市のシンボル軸」「歴史軸」の３つの区域を

継承しています。「景観重点区域のガイドライン」は、この３つの区域ごとに、それぞれ

の区域独自の特色に配慮する事項を記載しており、共通ガイドライン・建物等用途別ガ

イドラインと併せて使用します。 

 なお、景観重点区域の範囲は４ページのとおりです。 

２章 建物等用途別の 
ガイドライン 

◆景観ガイドライン構成図◆ 

※景観重点区域の範囲は４ページを参照 

１章 共通ガイドライン 

緑化に関する指針 

景観類型別基準と配慮事項 

建築物 

商業系用途 

工業系用途 

住居系用途 

屋外広告物 

公共的空間 

工作物 

その他 

海へのシンボル軸

都市のシンボル軸

歴史軸 

３章 景観重点区域の 
ガイドライン 
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窓口誘導 

並列協議 

勧 告 

変更命令 

完了報告書の提出 
並列提出 

景観条例に 

基づく事前協議

任意の事前相談

 

景観アドバイザー 

景観審議会 

事前相談 (任意) 

事前協議書の提出 

行 為 の 届 出 

 

５．景観法及び平塚市景観条例に基づく届出対象行為と手続きの流れ 

景観法第１６条第１項基づく届出の対象行為は以下のとおりです。 

また、景観重点区域においては、規模にかかわらず、すべての建築行為などに届出が

必要となります。 

１．高さが１０メートル以上又は延べ面積５００平方メートル以上の建築物の新築、増築、改築、 

若しくは移転、外観を変更することとなる修繕若しくは模様替え又は色彩の変更 

２．高さが１０メートル以上の工作物の新設、増築、改築、若しくは移転、外観を変更することと 

なる修繕若しくは模様替え又は色彩の変更 

３．３，０００平方メートル以上の都市計画法第 4条第 12項に規定する開発行為 

景観法及び平塚市景観条例に基づく届出の手続きの流れは以下のとおりです。 

また、この届出の手続きの流れは、平塚市まちづくり条例の開発事業の手続きや都市

計画法、建築基準法などにおける手続きの流れと連動しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●●●   届届届出出出ののの手手手続続続きききののの流流流れれれ   ●●●  

※必要に応じて 

※開発基本計画の届出 

※事前協議書の提出 

※開発事業 
申請書の提出 

※協議終了（協定締結）

【事前相談】 
・景観ガイドラインを建築物等

の設計や構想に活用ください。 

【事前協議】 
・景観形成基準、景観ガイドラ

イン等に基づき、協議します。 

【適合審査】 
・景観形成基準等との適合

審査を行います。 

※完了検査申請書の提出 

景観法に基づく

届出 

※必要に応じて 

【完了報告】 
・行為が完了したら、完了報

告を行ってください。 

行為の着

手の30日

前まで 

届出の概

ね 30 日

前まで 

建築確認 開発許可 

建
築
基
準
法
の

手
続
き

都
市
計
画
法
の

手
続
き

行為の着手・着工

工事施工

※まちづくり条例における開発事業の手続きの流れ 

不勧告・短縮通知 
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１．なぜ色彩の基準が必要か 

景観を構成する要素はたくさんありますが、色彩は、

その中でも特に景観と密接に関連する要素です。 
自然の風景の中には、様々な色が存在していますが、

全体に調和した爽やかな色使いとなっているため、心

地よく決してあきることはありません。しかし、その

中に周囲と突出した色、そぐわない色が存在すると、

風景全体に落ち着きがなくなり、その景観は雑然とし

た印象を与えます。 

本市では、人々が快適に暮らせる平塚らしい良好な

景観づくりを進めていくために、建物等の色彩が、周

囲の環境と調和していることが大切であると考え、市

全域共通の色彩基準を設定しました。 
 
２．色彩選択の視点 

建物の色彩を選択するためには、建物にふさわしい

色の範囲を考え、さらに周辺環境に調和するように配

慮することが大切です。 
● 建物にふさわしい色彩を選ぶ 

● まちなみや風景との調和を考える 

● 色彩調和の手法を取り入れる 

 
(1) 建物にふさわしい色を選びましょう 

① 色 味 
ホワイト、クリームからベージュ、ブラウン、ラ

イトグレーなどの古くから使われている土や石など

の素材色は、慣れ親しんだ色であり、建物にふさわ

しい色です。 
 
 
 

 
② 明るさ 
建物には、様々な明るさの色が使われていますが、

暗すぎる色は威圧感や陰鬱感を与えるので、注意が

必要です。落ち着きのある明るさは、基本的に肌の

色の明るさを基準に考えてください。 
 
 
 

③ 鮮やかさ 
鮮やか過ぎる色は、周囲の景観とコントラストが

つき、その存在感が強調され、緊張感を生じます。

特に落ち着きを求められる住宅地などでは、まちな

みのリズムを乱してしまいがちになるので、鮮やか 
さを抑えてください。 

 
 

 
 
④ いつまでも美しい色 
美しさを長く保つため、汚れが目立ちにくい色を

選びましょう。真っ白は汚れが目立ちやすいので、

こまめなメンテナンスが必要ですし、黒も汚れが白

く浮いて目立つことになります。 
 
 
 

 
(2) 周辺環境に配慮しましょう 

① 隣近所の色に配慮 
まず、自分の好きな色を塗った建物がまちなみと

して美しく見えるかを想像してください。周辺の建

物の色を見渡してみて、自分の建物だけが目立つの

ではなく、まちなみが美しく整って見える色を選び

ましょう 
 
 
 
 

② 立地場所に配慮 
住宅地や商業地など、まちの性格にあった色を選

びましょう。住宅地であれば、落ち着いた色を、に

ぎわいが必要な商業地であれば、アクセントカラー

を活用しましょう 
 
 
 
 

③ 地域の色に配慮 
歴史のある建造物の周辺や昔からの建物がたくさ

ん残されている地域の中に、一つだけ目立つ色の建

物があると、まちなみの美しさを壊すことがありま

す。その地域に伝わる色がある場合は、その色を大

切にしましょう。 
 
 
 
 

 
④ 自然の緑に配慮 
周辺の社寺の杜、公園・街路樹の緑をはじめ、最

近、戸建住宅だけでなく集合住宅でも丹精に手入れ

をされた緑の多いガーデニングの庭が整備されてい

ます。建物の周囲に豊かな緑があ

る場合、それらの自然の緑と調

和する建物の色を選びましょ

う。自然の色よりくすんだ色

を選ぶのがコツです。 

１．平塚らしい色づかい【色彩指針】 

ポイント② 建物の壁は面積が広いので、小さ

い色見本よりも、面積効果によって明るく見

えるので注意しましょう。 

ポイント① 赤、青、黄色といった原色は、日

本の建物にはあまり使われません。自然の素

材色からかけ離れた色を使う場合は、十分な

検討が必要です。 

ポイント③ 鮮やかさの目安は、自然の緑（葉

の色）を引き立てるように、緑より鮮やかさ

を抑えた色を使用しましょう。 

ポイント④ 茶色や退色しにくい色を選ぶこと

が大切です。特に鮮やかな色は退色しやすい

場合があるので注意しましょう。 
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(3) 色彩調和の手法を取り入れましょう 

建物は、外壁や屋根の色を同系色でそろえると違和

感のない配色になります。まちなみを構成する建物の

基調色は、類似色や同じ色相でそろえると、周囲のま

ちなみや環境と効果的に調和させることができます。 

また、色の三属性のうち明度と彩度の組合わせ（色

調・トーン）が似ている色彩でそろえると、色相が違

っていても、強弱や軽重、濃淡などの印象がほぼ共通

したものとなります。 

以下は色彩調和の手法を示したものです。 

 
 
① 類似色調和 

類似色調和とは、ほぼ同じ色で配色をすること

です。類似色同士は、ほとんど同じ性格を持って

いるため、なじみの効果を持ち、色彩同士は調和

します。 
 
 
 
 

 
 
② 同系色調和（色相をそろえ、濃淡を出す） 
  同系色調和とは、色相をそろえ、濃淡を出す配

色方法です。同じ色味にまとめ、明るさなどで変

化をつけると、落ち着いた印象となります。 

 
 
 
 

 
 
③ 色調調和（異系色で色調のみをそろえる） 

色調調和とは、異系色で色調のみをそろえるこ

とを言います。色相が様々でも同じ色調の効果が

全体のイメージをつくり、まとまった印象となり

ます。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
３．マンセル表色系 

マンセル表色系は、色彩を表すための尺度のひとつ

で、JIS（日本工業規）に採用されている国際的なも

のです。ひとつの色彩を「色相（色あい）」「明度（明

るさの度合い）」「彩度（あざやかさの度合い）」とい

う３つの尺度の組み合わせで表現します。 
 

色 相 １０種の基本色の頭文字をとったアルファ

ベット【例：Ｒ（赤）】とその度合いを示す

数字を組み合わせ、１０Ｒや５Ｙなどのよう

に表します。 

明 度 明るさの度合いを０～１０程度までの数値

で表したもので、暗い色ほど数値が小さくな

ります。 

彩 度 あざやかさの度合いを０～１６程度までの

数値で表したもので、数値が大きいほどあざ

やかな色を表します。例えば、白、黒、グレ

ーなどの色の彩度は０、赤の原色の彩度は１

４程度です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マンセル記号の表し方 

マンセル記号は、色相・明度・彩度の順に三属性を

数値化した情報を並べたものです。 

 

 

 

 

 

＜マンセル表色系のしくみ＞ 

＜色相＞ 

１０Ｂ ７ ／ ６ 
色相  明度  彩度 
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４．本市の色彩基準 

平塚市景観計画に定めた景観形成基準のうち、色彩

に関する基準は次のとおりです。 
この基準は、市内全域で実施した建物色彩調査の結

果に基づき、周辺の環境から著しく突出する色彩を確

認して設定したものです。 
 

●外壁や屋根などの色彩は、原則として、原色や突出

色の使用をしないでください。 
●建築物の外観及び工作物の表面の色彩は、「マンセ

ル表色系」による分類で下表の通りとしてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
（マンセル表色系による） 

YR から 5Y までの色相（5Y を含む） 彩度6以下

R、5Y から 10Y（5Y を含まない）、

GY、G、BG、B、PB、P、RP の色相 
彩度2以下

注１）見付面積の 5 分の 1 以下のアクセント色はこの限りで

はありません。 
注２）木材、土壁、漆喰、ガラスなど表面に着色を施してい

ない素材色についてはこの限りではありません。 
注３）特別な事情によるものについては、別途協議すること

ができます。 
●広告物や看板の色彩は、原色や突出色を避け彩度の

低い落ち着いたものとするよう努めてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

G（緑）系：5G 

平塚市における色彩共通基準例                         ※各色相の点線枠内が基準となっています 

※印刷のため、実際の色彩とは若干異なります 

5Y
10YR

5YR

10
R

5R
10

R
P

5R
P

10
P

5P
10PB 5PB

10Y 5GY 10GY
5G

10G
5BG

10BG

5B
10B

色相 

明
度
（
大
き
い
ほ
ど
明
る
い
） 

彩度（大きいほどあざやか） 
/0 /2 /4 /6 /8 /12/10 /14

9

8

7

6

5

4

3

2

1

/0 /2 /4 /6 /8 /12/10 /14/0 /2 /4 /6 /8 /12/10 /14

9

8

7

6

5

4

3

2

1

9

8

7

6

5

4

3

2

1

Y（黄）系：5Y GY（黄緑）系：5GY YR（黄赤）系：5YR R（赤）系：5R 

BG（青緑）系：5BG B（青）系：5B PB（青紫）系：5PB P（紫）系：5P RP（赤紫）系：5RP 
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アクセントカラーの彩度や

面積に注意しないと、住居

系施設にはなじまないこと

があります。 

 
 

５．建物等用途別の色彩指針 

建物の色彩は、その種類や用途によって求めるもの

が異なります。建物の色彩を選ぶ際は、周辺と調和し

た用途にふさわしい色使いを考えることが大切です。 

 

 

 

住居系施設は、住み心地の良い暖かさと落ち着きが

求められます。 

このため、暖色系で彩度の低い色を使用すると、暖

かみのある落ち着いた印象をつくりだすことができ

ます。 

逆に、低彩度で明度も低い色彩は、視覚的に重く、

硬い印象を与えるため、特に中高層住宅等に使用する

と、その地域に閉鎖的なイメージをもたらすこともあ

りますので注意しましょう。 

外壁の色彩を塗り分ける場合は、建物の形状や周辺

との調和に配慮しながら、面積の大きな順に、ベース

カラーに低彩度で明るい色を選ぶと他の色との調和

が取りやすく、アソートカラーに低彩度でやや明るい

色を選ぶと、ベースの色との差のつけ方で変化が楽し

めます。アクセントカラーは、上手に使って個性を出

しましょう。 

ただし、色を使いすぎると、まとまりの欠ける印象

になりますので、集合住宅は３色程度、戸建住宅は２

色程度を使用し、色のバランスを考えて複雑にならな

いように注意しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

工業系施設は、企業のメッセージを伝えるとともに、

市民が親しみやすいことが求められます。 

このため、企業のイメージカラーを建物全体で表現

するのではなく、生産品の性格を考慮した高明度・低

彩度の色を基調に用いて敷地内の統一感を図り、イメ

ージカラーをアクセントとして使用して、メッセージ

性のある親しみやすい色彩を考えてください。 

特に大規模な建物等では、圧迫感を軽減するような

色彩デザインを取り入れましょう。 

本市では、市の重要な景観資源である相模川沿いや

住宅地に近接した工場の立地も多く見られます。これ

らの地域では、雄大な相模川沿いの景観や、落ち着き

のある住宅地景観に調和させることが大切です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

煙突や配管などに突出色が使用され、

落ち着きの無い配色になっています。

グレー系で統一し、グリーン系のア

クセントカラーで洗練された印象を

与えています。 

住 居 系 用 途 

工 業 系 用 途

暖色系を中心とした低彩度

色の配色で暖かみと落ち着

きがあります。 
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商業系施設は、にぎわいと活気の創出が求められて

います。しかし、商店等を目立たせるために、ベース

カラーに高彩度の色彩を使用したり多様な色使いを

すると、建物全体が派手になり、まちなみとの一体感

が失われてしまいます。 

このため、商業系施設の色彩は、周辺のまちなみと

のバランスを考慮して、全体的に落ち着いた色彩をベ

ースカラーとして用い、低層部ににぎわいや華やかさ

を演出する色をアクセントに用いるなど、洗練した色

使いを工夫しましょう。アクセントカラーは、うまく

使用することにより、リズム感や楽しさを生み出し、

全体の印象をまとまって見せることが可能です。 

また、広告物は、文字等の表示色に高彩度の色彩を

使用し、ベースカラーは、アースカラー等の落ち着い

たものとすることによって、周囲に調和した中で人目

をひくことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ベースカラーとは・・・ 

全体のイメージとなる土台の色のことをいいます。基調色

とも呼ばれ、配色の中で最も広い部分を占める色となりま

す。 
 
 
アソートカラーとは・・ 

ベースカラー（基調色）の次に広い部分を占める色のこと

をいいます。アソートカラーは、従属色、配合色とも呼ば

れます。 
 
 
アクセントカラーとは・・ 

全体の色彩が単調である場合などに対照的な色を使用し、

全体を整えるのに使う色のことです。 
 
 
コーポレートカラーとは・・ 

企業等が対外的にイメージやコンセプトを提示することを

目的に、象徴的に使用する色のことです。 

 

 

アースカラーとは・・ 

大地の色や空の色、草木の色などといった、自然界に由来

するナチュラルカラーのことです。 

ベースカラーなどにコーポレ

ートカラーを使用すると全体

として派手な印象を与えま

す。 

ベースカラーなどにアース

カラーを使用し、落ち着き

をもたせつつも、入口付近

にアクセント色を使用し、

人目を引いています。 

商 業 系 用 途 
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１．景観類型・景観要素 

 平塚市景観計画では、多様な景観特性をいかした景

観づくりを進めていくため、市全域の視点から、本市

の景観特性を５つの系に分類し、その下に１７の景観

類型を整理しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
さらに、この景観類型を特徴づけている個別の要素

を景観要素として捉え、景観類型のもとに整理してい

ます。建築行為等の計画に際しては、その地域の景観

類型、景観要素を十分に把握し、地域と調和した計画

となるよう配慮してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

【自然系】 

海、山、川など恵まれた 

自然景観の保全と創出 

【眺望系】 
 

市内外への多様な 

眺望の保全と活用 

高麗山と湘南平への眺望 
富士山への眺望・大山・丹沢への眺望 

湘南平からのパノラマ 

【歴史系】 
 

多様な歴史景観の 

保全と活用 

東海道と平塚宿・大門通りと平塚八幡

宮・金目観音とその周辺のまちなみ・

御林と中原御殿 

地域の社寺や長屋門などの歴史資源・

近代遺産 

【都市系】 

うるおいある 

美しいまちなみの形成 

【生活系】 
 

暮らしを彩る 

快適な生活環境の形成 

２．地域の景観特性への配慮【景観類型別基準と配慮事項】 

＜5 つの景観特性＞ ＜７０の景観要素＞＜１７の景観類型＞

市 の 景 観 特 性 

丘 陵 地 景 観

田 園 景 観

緑 の 景 観

海 岸 景 観

河 川 景 観

斜面林・里山 

農地 

相模川・金目川・市街地の中小河川・

田園の中の中小河川・小川と水路 

平塚海岸・漁港・ビーチパーク 

屋敷林・松林・並木道 

山 々 へ の 眺 望 景 観

湘南平からの眺望景観

平塚市を代表する歴史

景 観

身 近 な 歴 史 景 観

旧別荘地・旧市街地（戦災復興）・新興

市街地・集合住宅地・一般的な住宅地 
相模川沿いの工業地・幹線沿いの工業

地・市街地に点在する工業地 
平塚駅周辺中心商業地・ショッピングモ

ール・北口駅前広場・南口駅前広場・中

心商業地の中の公園・幹線沿いの店舗

群・地域商店街 
市役所周辺公共施設群・総合公園・大規

模な公共施設・小中高校、大学などの文

教施設・公民館などの地域公共施設・公

園・ポケットパーク 
国道や幹線道路・駅前大通り（フェスタ

ロード）・なぎさプロムナード・シンボ

ル道路・コミュニティ道路・生活道路・

橋・相模川の橋上 
東海道本線・東海道新幹線・車窓 

日々の暮らしの景観、七夕まつり景観、

地域の祭事やイベント、夜の景観、自転

車、美化活動 
広告物、ひらつかの色、ひらつかの音、

ひらつかの香り、ひらつかの花、パブリ

ックアート、公共デザイン、平塚八景

住 宅 地 景 観

工 業 地 景 観

商 業 地 景 観

公 共 施 設 景 観

道 路 景 観

鉄 道 景 観

ゆ と り の 景 観

暮 ら し の 景 観
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２．景観類型別基準と配慮事項 

平塚市景観計画では、市全域で共通して守るべき基

準の一つとして、景観類型別基準を定めました。この

基準に基づき、地域の環境との調和に配慮してくださ

い。 

 

 

丘陵地・田園景観 

・緑の連続性を確保するため敷地の緑化を図るととも

に、周辺の山並みとの調和に配慮し、稜線をさえぎ

ることのないよう配慮した高さやデザインに努め

てください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

河川景観 

・河川の緑の景観と連担した、周辺景観との調和に配

慮した高さやデザインに努めてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

海岸景観 

・松林や海岸風致の景観と連担した、海岸沿いの緑地

を保全するとともに、周辺景観との調和に配慮した

高さやデザインに努めてください。 

 

 

 

 

 

 

住宅地景観 

・生垣化に努め、街路樹や地域の緑と調和した樹種な

どの植栽による緑化に努めてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

工業地景観 

・沿道の緑化に配慮し、街路樹や地域の緑と調和した

樹種などの植栽による緑化に努めください。 

 

商業地景観 

・まちかど広場の創出に努め、シンボルツリーなどの

植栽による緑化に努めてください。 

・地域の個性をいかしたにぎわいと統一感のあるデザ

インに努めてください。 

 

 

 

 

 

 

 

公共施設景観 

・開放感と統一感のある施設配置に努め、街路樹や地

域の緑と調和した樹種などの植栽による緑化に努

めてください。 

・地域の顔として周辺景観を先導するデザインに努め

てください。 

景 観 類 型 別 基 準 

○丘陵地に立地する場合 

・斜面緑地の緑の連続性の確保を図るため、積

極的に良好な樹林地を保全し、敷地内の緑化

に努めましょう。 

・稜線をさえぎることのないよう建物等のデザ

インに配慮し、尾根筋への立地はできる限り

避けるように努めましょう。 

・周辺の良好な自然環境に調和するような屋根

形状（傾斜屋根等）としましょう。 

 

○背景に丘陵地がある住宅の場合 

・丘陵地地への眺望を妨げないようなデザイン

や施設の配置に配慮しましょう。 

 

○田園に立地する場合 

・田園の視覚的な広がりをいかした建物デザイ

ンに配慮しましょう。 

・長大な壁面が続く場合は、分節化したデザイ

ンとしましょう。また、色彩は、原色や突出

色を面的に用いることを避けましょう。 

・周辺の良好な自然環境に調和するような屋根

形状（傾斜屋根等）としましょう。 

・丘陵地の緑と一体となった田園景観の保存を

図るため、敷地内の植栽を行いましょう。 

○相模川沿いに立地する場合 

・うるおいとやすらぎある川べり景観を形成す

る回廊の創出を図るため、敷地が河川に隣接

する部分については、敷地の境界に沿って、

その内側に植栽を行いましょう。 

・河川敷と一体となった広場の整備等の修景を

行い、緑の連続性と歩行者動線のネットワー

クを形成しましょう。 

○旧別荘地に立地する場合 

・樹種は海岸付近の松林に合わせて、クロマツ

等の常緑樹を用い、シンボルツリーになるよ

う配置しましょう。 

・旧別荘地の雰囲気を残すよう、敷地が豊かな

樹木に囲まれた状態となるような敷地規模を

確保しましょう。 

・現存する良好な松林の中に屋根（傾斜屋根等）

が見え隠れするようなイメージを形成するよ

う、彩度の低い落ちついた色彩とし、反射材

の使用は避け、自然素材（木材・石材等）を

活用しましょう。 

○中心商業地に立地する場合 

・都心の顔としてのシンボル性の創出と、連続

性と一体性のあるみちすじ景観の形成を図る

ため、周辺景観の向上に寄与するデザインと

しましょう。 

○海岸付近では・・ 

・海岸沿いの緑地を今後とも保全（飛砂防備保安

林）していくとともに、防護柵やネット等の素

材や色彩を含めて修景に配慮しましょう。 
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平塚市景観要素地図 

 
 



 



 17

 
 

１．緑の景観的な効果 

緑は、まちなみにうるおいややすらぎを与える大き

な効果があります。さらに、緑が連なると、まちなみ

に一体感が生まれます。 

このため、建築行為等を行う際は、既存の樹木の保

存に努めるとともに、斜面緑地や神社の杜、街路樹な

ど、周辺の緑を上手に活用しながら敷地内の緑化を積

極的に行い、緑が連なる一体感のあるまちなみを創出

しましょう。 

また、庭先の花や花木によって人の目を楽しませる

「魅せる緑」の演出も、ゆとりあるまちなみのアクセ

ントとして大切です。 

 
 
 
 
 
２．緑化の視点 

緑豊かなまちなみを形成するため、緑地や樹木の保

全に努めるとともに、新たな緑を創出し、つないでい

きましょう。 

 

(1) 既存の樹木は保存し、活用しましょう。 

  土地の造成や新築の際は、既存の樹木を残したり、

移植するなどして保存していきましょう。市の保存

樹等の指定制度を始め、地区計画や景観協定などを

活用することもできます。 

 

(2) 積極的に緑を増やしましょう。 

  いろいろな緑化の手法を用いて、敷地内の緑を積

極的に増やし、うるおいとやすらぎを創出しましょ

う。 

 

(3) 周辺の緑との連続性に配慮しましょう。 

  公園の樹木や神社の杜、街路樹など、緑のまとま

りや連なりが途切れないように、周辺の緑を活用し

た敷地内の緑化に努めましょう。 

 

(4) 樹種は周辺の樹林地や街路樹などと調和のとれ

たものを用いるようにしましょう。 

  海岸地域のクロマツや平塚八幡宮付近のヤエザ

クラなど、地域特有の緑がある場合は、これと調和

するような植栽を行い、地域の個性をいかしましょ

う。 

 

(5) 花や緑による効果的な演出を心がけましょう。 

  玄関先のシンボルツリーや、窓辺の花など、まち

なみにアクセントを加え、人の目を楽しませる魅せ

る緑化を行いましょう。 

 

 

３．緑化の手法 

地域にうるおいややすらぎを与える緑化の手法と

しては以下のようなものがあげられます。 

 

(1) 生垣等による境界部分の緑化 

建築物等のイメージは、敷地の外周の植栽によって

大きく変わります。生垣等による境界部の緑化は、ブ

ロック塀と比較するとやわらかい印象を与えるとと

もに、歩行者にうるおいを与えます。また、樹種によ

って塀と同様に沿道からの目隠し効果や防犯効果、防

音・防風効果もあります。 

和風の生垣は、高木の生垣を植栽することもありま

すが、人の目線より高く列植すると、通りが閉鎖的に

なり、生垣の持つやわらかさが半減してしまうことも

あるので、この場合は、密集しない樹種を選んだり、

高さを抑えたりする方法も考えられます。 

防犯上から生垣に抵抗がある場合は、塀を後退させ、

その前面に植栽を行う方法もあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 樹木による敷地内の緑化 

敷地内の植栽は、建物の一部であり、建物等と緑を

セットとして計画することが望まれます。樹種や配置

によって、どれだけ建築物と一体感のある緑の景観を

創出できるか工夫しましょう。 

特に沿道から見える高木の豊かな緑で建築物が包

まれている様は、建物等の印象をやわらかくし、良好

な景観を創出しますので、樹種は、慎重に選ぶことが

大切です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

右写真：石垣と生

垣を組み合わせて

いる事例 

３．緑豊かなまちなみづくり【緑化に関する指針】 

右写真：道路境界

部に沿って高木を

植栽している中高

層住宅の事例 
     

神社の杜 
屋敷林 

生垣 

樹林地 

並木 
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(3) 花壇等の草花による緑化 

花壇は、敷地の内側のものをイメージしがちですが、

沿道から見える位置に花壇を配置することで良好な

景観の担い手となることができます。最近では敷地の

界部分に花壇を作ったり、壁沿いの空きスペースに草

花を植えたりしてガーデニングを楽しむ方が増えて

きています。また、生垣の場合でも、足元に草花を植

え込んでみるだけで、外周のイメージが良くなります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4) プランターやコンテナの活用による緑化 

敷地内の緑化は、花壇や植栽スペースが無くても、

プランターやコンテナを活用することで対応できま

す。大小のものをいくつか寄せて、全体でひとつの庭

のように見せれば、ボリューム感が出て見ばえがよく

なります。また、出入り口付近に、コンテナに木を植

えたものを配置すれば、家の前の素敵なアクセントと

することもできます。 

集合住宅の方はウィンドゥボックス等を活用し、沿

道の方々の目を楽しませましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(5) 壁面緑化 

壁面の緑化は、トレリスやワイヤーメッシュ等を用

いることで、比較的容易に行うことができます。これ

らの使用方法としては、寄せ植えしたハンギングバス

ケットをかけたり、つる性の植物を誘引したりするこ

とが考えられます。垂直方向に大きく広がるつる性の

植物等は、植つけに要する場所が少なくてすみ、敷地

が狭く庭スペースがとりづらい場所にも適していま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

右写真：プランタ

ーを寄せてボリュ

ームを出している

事例 

右写真：外壁の足

元空きスペースを

花壇のように使用

している事例 

右写真：ワイヤー

メッシュを利用し

て壁面緑化を行っ

ている事例 

右写真：ネットフ

ェンスもつる性の

植物で緑化すれば

良好な景観をつく

ります。 

◆高木（シンボルツリー）◆ 

○庭木にふさわしい高木（シンボルツリー）は、

次の樹種が考えられます。 

イヌマキ   エゴノキ    クロガネモチ 

クロマツ   コブシ     サルスベリ 

シマトネリコ シモクレン   タイサンボク 

ナツツバキ  ハクモクレン  ハナミズキ 

ヒメシャラ  ブルーアイス  ブルーヘブン 

ヤマボウシなど 

○比較的暗い場所でも成長が可能な樹種 

ソヨゴ    ヒイラギ 

右写真：外塀をセ

ットバックし、高

木を前面に配し

て、涼しげな雰囲

気を創出している

事例 
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(6) 屋上緑化 

屋上緑化は、ヒートアイランド現象対策や断熱によ

る建物の冷却方法等、環境対策として多く取り上げら

れていますが、良好な景観を形成する手法でもありま

す。緑地のとりづらい中心市街地等での実施も可能で

あり、今後、企業等を中心に需要が増えていくと考え

られます。 

また、一般住宅でも、ベランダ等に設置して、緑を

楽しむくつろぎの場をつくることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(7) 地被植物による駐車場舗装面等への緑化 

地被植物は、通常は緑化が難しいと考えられている

場所へ植栽を行うことが可能です。たとえば、駐車場

の舗装面に、車両の重力がかからない目地や隙間があ

れば、その部分に地被植物を植栽することで、人の目

にふれる機会の多い駐車場を緑化することができま

す。 

 

最近では、緑化ブロック等の専用の材料もあり、利

用も増えています。この緑化ブロックは、駐車場だけ

でなく、擁壁等への利用も増えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

右写真：駐車場に

緑化ブロックを使

用し、地被植物を

植栽している事例

右写真：屋上全面

に緑化をしている

事例 

◆壁面緑化◆ 

パーゴラやトレリス、ワイヤーメッシュなどを用

いると、つる性の植物などを用いて、壁面等に比較

的自由な造形で緑化を施すことが可能となります。

パーゴラとはテラスの上部に組む棚のことをい

います。植物をはわせることによって日陰をつく

り、くつろぎの場をつくることができます。 

トレリスとは、ガーデニングなどで使用される、

植物をからませるための木製の格子状のフェンス

のことをいいます。 

ワイヤーメッシュとはワイヤー等でつくられた

網状のフェンスで大規模な壁面を覆うことも可能

です。 

◆ 平塚市いけがき設置補助のご紹介◆ 

 

平塚市では次の要件を備えた「いけがき」に対する補助制

度があります。 

(1)  総延長５メートル以上のものであること。 

(2)  樹木の高さは９０センチメートル以上であること。 

(3)  樹木の植栽本数は、延長１メートルにつき、原則とし

  て３本以上であること。 

(4)   いけがきを構成している土台の高さは、６５センチ 

メートル以下であること。 

(5)  樹木の種類は、市長が推奨するもので樹木が健全であ

ること。 

(6)  植樹帯は、３０センチメートル以上とし、植栽位置は

公道等境界より２５センチメートル以上内側とする

こと。 

 

補助対象は、平塚市内に住宅用地を所有又は管理する方

で、当該住宅用地にいけがきを設置する方に対してその設置

に必要な経費について補助をするものです。 

ただし、法人が設置する場合は対象になりません。 補助

金額は、いけがきの延長１メートルにつき３，０００円です。

右写真：屋上に地

被類による植栽を

している事例 



 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第第２２章章  建建物物等等用用途途別別ののガガイイドドラライインン

２ 
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① 周辺との 

関わりを考える 
位置・配置 

高さ・規模 

 

② 質を高める 

外構・緑化 

 

③ まちなみを彩る 

形態意匠 

素材 

住居系用途の施設は、住み心

地の良い落ち着きとうるおい

が求められます。その場所特有

の地形や自然環境、まちなみの

歴史など、地域の個性と調和し

た敷地や建物の規模、配置に配

慮しましょう。 

うるおいとやすらぎのある緑

豊かなまちなみを形成し、生活環

境の質を高めるため、住居系用途

の施設では、周囲の緑との連続性

や一体感を創出することが大切

です。特に、緑が失われつつある

場所、分断されつつある場所で

は、積極的に緑を補いましょう。

住居系用途の施設のデザイン

や色彩は、それぞれ単独で考える

のではなく、地域での統一感を重

視しましょう。統一感のあるまち

なみは、個々の建物を引き立てる

だけでなく、まちなみ全体が落ち

着きのある魅力的なものとなり

ます。 

項目別デザイン基準 

 

 

本市には、成り立ちを反映した様々な顔を持つ住宅地があります。また、生垣や庭づくり、地

域の美化活動など、地域住民の自主的な取組みによってうるおいのあるまちなみを随所に垣間見

ることができます。地域の特性をいかした落ち着きとうるおいのある住宅地景観を守り育ててい

くため、個々の住居系用途の施設は、周辺の環境や建築物との調和・協調に配慮しながら、住み

心地良いデザインを考えていきましょう。 

住居系用途 景観形成のコンセプト 

住居系用途のガイドライン A 
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右：駐車場を裏側の配置とし、 
出入口以外を植栽で遮蔽 
する事例 

右写真：宅地開発

で設置されたコモ

ンスペース 

 

 

 

 

■ 造成 

○当該地域の景観特性に配慮し、地域特有の眺望や樹

木等を保全・活用する計画としましょう。 

○切土・盛土など、土地の形状を変更する場合は、で

きる限り自然の地形をいかすとともに、周辺に圧迫

感を与えないよう、高さや土留めなどの構造に配慮

しましょう。 

○宅地開発では、通りに面して緑豊かなコモンスペー

ス等を積極的に配置しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 建物 

○建物は、周辺に圧迫感を与えないよう、道路等の公

共空間から距離をとった配置としましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 駐車場 

○駐車場や駐輪場は、なるべく目立たない配置としま

しょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 設備機器等 

○給水塔や空調の室外機・配管・ダクト・ゴミ集積所・

プロパン庫等の工作物・設備類は、集約し、建物内

部に取り込むか、道路・公園・広場等の公共の場か

ら見えない場所に設置しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○給水塔や電波塔・アンテナ・空調の室外機等の屋上

設備類は、極力設置しないようにしましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 建物 

○建物の規模は、周辺との調和に配慮し、圧迫感を与

えないようにしましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 周辺との関わりを考える 

位置・配置 

高さ・規模

スカイライン 

・屋根のスカイラインを周辺と揃えること 

により沿道景観がすっきりとします。 
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外構・緑化 

右写真：塀を道路

境界より後退さ

せ、塀の手前に植

栽した事例 

右写真：まちかど

にスペースをと

り、植栽している

事例 

 

 

 

 

■ 造成 

○質の高い外構の一体的な先行整備により、魅力的な

住宅地の形成に努めましょう。 

 

■ 塀・フェンス・生垣 

○住宅の周囲は、ブロック塀や金網フェンスの使用を

避け、生垣化に努めましょう。 

○中高層住宅等で道路面等に塀等を設置する場合は、

道路境界より後退させて、空いたスペースに植栽を

行うなど、沿道景観に配慮しましょう。 

 

 

 

 

 

■ 緑化 

○通りに面する境界部やまちかどは、周辺の良好な自

然環境や街路樹に調和するような植栽を行い、緑量

を確保しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○エントランスは、シンボルツリーを植栽したり、フ

ラワーポットを置くなど、魅力ある表情の演出に努

めましょう。 

○中高層住宅の場合は、窓辺に花や植木を配置して、

緑化を行いましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 駐車場 

 

■ 駐車場 

○駐車場や駐輪場の境界部周辺は、緑化に努め、緑量

を確保しましょう。境界部に植栽を行う場合は、歩

行者から自動車のギラツキが見えないよう、植栽の

高さは人の目より高くしましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○駐車場の周囲にフェンスを設ける場合は、フェンス

の外側に植栽を行い緑化に努めましょう。 

○大規模な駐車場は、駐車区画線に合わせ高木の植栽

を行いましょう。 

○鉄骨等によって造られた壁のない立体駐車場は、周

辺部に沿って植栽を行ったり、つる性の植物等を使

い、積極的な壁面緑化を行いましょう。 

 

■ 設備機器周辺 

○設備等が露出してしまう場合は、ルーバーや遮蔽す

る効果のある植栽等で隠したり、建物とのデザイン

の調和に配慮しましょう。 

 

■ 夜間照明 

○夜間照明は、低めのポール照明やフットライトなど

により、住宅地らしい落ち着いた雰囲気の演出に努

めましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

○照明は、暖色系の明かりを使用するなど、やさしさ

の演出に心がけましょう。 

○中高層住宅のエントランスにあるシンボルツリー

等は、ライトアップし、まちの風格を演出しましょ

う。 

 

 

 

 

 

 

 

② 質を高める 
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形態意匠 素材

右写真：緑化ブロ

ックを使用した

事例 

右写真：擁壁に階段

状のブロックを使用

し植栽している事例

 

 

 

 

■ 建物の形態意匠 

○建物は、周辺との調和やまちなみとの連続性に配慮

し、周辺に圧迫感を与えないデザインとするよう努

めましょう。 

○中高層住宅では、大壁面の連続を避け、壁面に凹凸

をつけて分節化したり、雁行配置としたり、色彩な

どによって壁面に変化をつけることで単調な連続

を避け、ボリューム感の軽減に努めましょう。 

 また、中低層部の形態意匠を工夫し、歩行者が親し

みをもてる空間をつくりましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○屋根形状は、周辺のまちなみに調和するような傾斜

屋根等としましょう。 

○ベランダやバルコニーは、物干し金具の位置を工夫

したり不透視性のスクリーンを採用するなど、通り

からの見え方に配慮しましょう。 

 

■ 建物の色彩 

○建物の色彩は、周辺と調和しない原色や突出色を避

け、彩度の低い落ち着いたものとしましょう。 

 

■ 駐車場フェンス 

○駐車場フェンスは、目立たなくするよう、フェンス

の高さ、デザインに配慮し、周辺との調和に努めま

しょう。色彩は、茶系統など低明度・低彩度の周辺

と調和した色彩としましょう。 

 

■ アンテナ 

○アンテナ類は、CATV 化や集中化を図り、無秩序に林

立することがないようデザインに配慮しましょう。 

 

■ ゴミ集積所 

○ゴミ集積所を設置する場合は、コンクリートブロッ

ク等による三面囲いのものは避け、ストッカー等ゴ

ミが露出しないものとしましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 擁壁 

○擁壁の素材は、自然素材や緑化ブロック、その他の

景観上良好な意匠を施した化粧ブロック等を積極

的に採用しましょう。また、目地にも変化をつける

など、周辺への圧迫感を軽減するような措置を施し

ましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 建物 

○外壁や屋根は、耐久性、耐候性、退色性を考慮し、

年月の経過で、風格や味わいが変わらない素材を使

用するよう努めましょう。 

○輝度の高い金属板等の使用は避けましょう。 

○歩行者の目線に近い低層部分は、自然素材（木材・

石材等）を活用しましょう。 

 

■ 駐車場舗装面 

○駐車場の舗装面は、インターロッキングや緑化ブロ

ックなどによって目立たなくしたり、やわらかい印

象を与えるよう工夫しましょう。規模の小さな駐車

場では、枕木などの活用も考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 ③ まちなみを彩る 
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本市では、火薬廠跡や相模川沿いに集積する工場群を始め、市街地に点在する工場地がつ

くり出す工業地景観が、市の景観の特徴のひとつとなっています。また、塀の生垣化や敷地

内の緑化に積極的に取り組む工場や事業所が増加しています。本市の活力のみなもとであり、

緑があふれた親しみのある工業地景観を創出するため、工業系用途の施設は、地域の魅力や

活力を引き出すとともに、市民に親しみやすいうるおいあるデザインを考えていきましょう。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

工業系用途 景観形成のコンセプト 

項目別デザイン基準 

① 周辺との 

関わりを考える 
位置・配置 

高さ・規模 

 

② 質を高める 

外構・緑化 

 

③ まちなみを彩る 

形態意匠 

素材 

工業系用途の施設は、敷地や建物

の規模が大きいことから、存在感が

強く、地域の景観を特徴づけるもの

です。周辺環境に配慮しながら、敷

地の利用方法や建物の配置、規模を

工夫することにより、快適で魅力あ

る工場景観を創出しましょう。 

工業系用途の施設の圧迫感を和

らげ、地域の質を高めるためには、

通りから見える景観に配慮するこ

とが大切です。敷地の境界部は、

できるだけ空間にゆとりを持た

せ、緑を効果的に活用することに

より、歩行者の目をうるおすよう

な外構を整備しましょう。 

工業系用途の施設は、企業メッ

セージを発信するとともに、市民

に親しまれることが求められま

す。規模が大きい工業系施設は、

デザインが単調になりがちです。

壁面は、分節化したり曲線を織り

交ぜるなどして、変化ある表情を

つくりましょう。またコーポレー

トカラーは、アクセントとして効

果的に活用しましょう。 

工業系用途のガイドライン B 
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右：駐車場を裏側の配置とし、 
出入口以外を植栽で遮蔽 
している事例 

 

 

 

 

■ 土地造成 

○当該地域の景観特性に配慮し、地域特有の眺望や樹

木等を保全・活用する計画としましょう。 

○切土・盛土など、土地の形状を変更する場合は、で

きる限り自然の地形をいかすとともに、周辺に圧迫

感を与えないよう、高さや土留めなどの構造に配慮

しましょう。 

○工場地をデザインする際は、通りに面して緑豊かな

コモンスペース等を積極的に配置しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 建物 

○敷地が十分大きい場合は、周辺に圧迫感を与えない

よう、道路等の公共空間から距離をとった配置とし

ましょう。 

○建物配置に変化をもたせることにより、表情豊かな

空間の創出に努めましょう。 

 

■ 駐車場 

○駐車場や駐輪場は、なるべく目立たない配置としま

しょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 設備機器等 

○鉄塔・煙突は、通りから目立たない位置に配置し、

色彩は周辺環境との調和に配慮しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○給水塔や空調の室外機・配管・ダクト・ゴミ置き場・

プロパン庫等の工作物・設備類は、集約し、建物内

部に取り込むか、道路・公園・広場等の公共の場か

ら見えない場所に設置しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 建物 

○建物の規模は、周辺との調和に配慮し、圧迫感を与

えないようにしましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ① 周辺との関わりを考える 

位置・配置 

高さ・規模
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外構・緑化 

右写真：道路境界

部に高木の並木を

つくっている事例 

右写真：フェンス

にバラをからま

せ修景している

事例 

 

 

 

 

■ 緩衝緑地帯 

○緑の連続性の確保や、周辺への圧迫感をやわらげる

ため、敷地の境界に沿ってその内側に緩衝緑地帯を

設置しましょう。 

○緩衝を目的とした植栽の幅は、最低３ｍ程度必要で

す。 

 

■ 塀・フェンス・生垣 

○通りに面する工場のブロック塀や金網フェンスは、

撤去又は後退し、道路沿いには、周辺の街路樹等と

調和した遮蔽効果のある植栽を行いましょう。やむ

を得ずフェンス等を設置する場合は、植栽の内側に

設置するようにしましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 緑化 

○通りに面する境界部は、周辺の良好な自然環境や街

路樹に調和するような植栽を行い、緑量を確保しま

しょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○市街地に工場を立地する場合は、うるおいとやすら

ぎのあるまちなみの形成を図るために、工場の内部

の植栽を行いましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 駐車場 

○駐車場や駐輪場の境界部周辺は、緑化に努め、緑量

を確保しましょう。境界部に植栽を行う場合は、歩

行者から自動車のギラツキが見えないよう、植栽の

高さは人の目より高くしましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 設備機器周辺 

○設備等が露出してしまう場合は、ルーバーや遮蔽す

る効果のある植栽等で隠したり、建物とのデザイン

の調和に配慮しましょう。 

○遮蔽のための植栽は、枝葉の密生した樹種を選び、

厚さ 0.5m 以上で、一定に仕上げると遮蔽する効果

が高まります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ② 質を高める 

右写真：植栽の内側

にフェンスを設置

している事例 
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形態意匠 

素材

その他 

右写真：擁壁に緑化

ブロックを使用し

た事例

 

 

 

 

■ 建物の形態意匠 

○建物は、周辺との調和やまちなみとの連続性に配慮

し、周辺に圧迫感を与えないデザインとするよう努

めましょう。 

○大壁面の連続を避け、壁面に凹凸をつけて分節化し

たり、雁行配置としたり、色彩などによって壁面に

変化をつけることで単調な連続を避け、ボリューム

感の軽減に努めましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○工場の通りに面する部分は、可能なかぎり、工場で

の製造品の展示スペースを設けるなど、ショーウィ

ンドー化を図りましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 建物の色彩 

○建物の色彩は、周辺と調和しない原色や突出色を避

け、彩度の低い落ち着いたものとしましょう。 

○コーポレートカラーは、ワンポイントで使うなど、

周辺景観との調和に努めましょう。 

 

■ アンテナ 

○アンテナ類は、CATV 化や集中化を図り、無秩序に林

立することがないようデザインに配慮しましょう。 

 

 

 

 

■ 広告物 

○広告物は、雑然とした印象とならず、すっきりと存

在感を主張できるよう、数や大きさ、色づかいなど

のデザインを工夫しましょう。 

○周辺の環境や設置する建物との調和を図りましょ

う。 

 

 

 

■ 擁壁 

○擁壁の素材は、自然素材や緑化ブロック、その他の

景観上良好な意匠を施した化粧ブロック等を積極

的に採用しましょう。また、目地にも変化をつける

など、周辺への圧迫感を軽減するような措置を施し

ましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 建物 

○外壁の素材は、耐久性、耐候性、退色性を考慮しま

しょう。 

○屋根の素材は、輝度の高い金属板等の使用は避けま

しょう。 

 

 

 

■ 演出 

○ショールームを設置したり、製造工程が見学できる

ようにするなど、地域に開かれた工場空間としてイ

メージアップに心がけましょう。 

○休業日の工場敷地内のオープンスペースの一部開

放等、積極的に市民の憩いの場となる広場を創出し

ましょう。 

 ③ まちなみを彩る 
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本市には、平塚駅周辺の中心商業地を始め、幹線道路沿いの商業地や日々の暮らしを支え

る地域の商店街など、多様な個性のある商業地があります。地域の個性をいかしたにぎわい

とうるおいのある商業地景観を創出するため、商業系用途の施設は、多くの人が集い活気に

あふれる空間となるよう質の高いデザインを考えていきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

商業系用途 景観形成のコンセプト 

項目別デザイン基準 

① 周辺との 

関わりを考える 
位置・配置 

高さ・規模 

 

② 質を高める 

外構・緑化 

 

③ まちなみを彩る 

形態意匠 

素材 

にぎわいと活気が求められる

商業系用途の施設は、歩行者が足

を留めて楽しむ工夫が必要です。

敷地の規模に応じてオープンス

ペースを確保し、ゆとりの空間を

創出しましょう。 

店先などでは、来訪者を出迎え

るおもてなしを演出することが

大切です。シンボルツリーからプ

ランターまで、様々なスケールの

緑や花を活用するなど、通りに合

った演出で店先を彩り、まちなみ

の魅力を高めましょう。 

商業系用途の施設は、来訪者か

ら親しまれるとともに、まちなみ

と一体感のあるデザインや色彩

に配慮しましょう。建物の低層部

は、まちなみの中でセンスが光

る、楽しく魅力的なファザードを

演出しましょう。 

商業系用途のガイドライン C 
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■ 造成 

○当該地域の景観特性に配慮し、地域特有の眺望や樹

木等を保全・活用する計画としましょう。 

○切土・盛土など、土地の形状を変更する場合は、で

きる限り自然の地形をいかすとともに、周辺に圧迫

感を与えないよう、高さや土留めなどの構造に配慮

しましょう。 

○商業地をデザインする際は、緑豊かな歩行者空間や

コモンスペース等を積極的に配置しましょう。 

 

■ 建物 

○周辺の建物と壁面のラインをできるだけ揃え、沿道

のリズムを乱さないようにしましょう。 

○通りに対してセットバック（壁面後退）し、人々を

引き込み、滞留させる、ゆとりの空間を確保しまし

ょう。 

 

 

 

 

 

 

○まちかどの建物は、角地部分の壁面後退距離を大き

くとり、まちかど広場の創出に努めましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○規模の大きい商業施設は、周辺に圧迫感を与えない

よう、道路等の公共空間から距離をとった配置とし

ましょう。 

○一つの敷地内に複数の店舗を配置する場合は、建物

配置に変化を持たせることにより、表情豊かな空間

の創出に努めましょう。 

 

■ 駐車場 

○駐車場や駐輪場は、なるべく目立たない配置としま

しょう。 

○商店街のまちなみの連続性がとぎれないよう、駐車

場の出入口は通りに面して設置しないようにしま

しょう。やむを得ない場合は、出入口を一箇所に集

約して出入口の面積を最小限にし、植栽を設けたり

デザインを工夫するなどして、にぎわいの連続を確

保しましょう。 

 

○２つの駐車場が接する場合は、互いに向かい合わせ、

出入口を 1ヶ所にしぼるようにしましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

■ 設備機器等 

○給水塔や空調の室外機・配管・ダクト・ゴミ集積所・

プロパン庫等の工作物・設備類は、集約し、建物内

部に取り込むか、道路・公園・広場等の公共の場か

ら見えない場所に設置しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○給水塔や電波塔・アンテナ・空調の室外機等の屋上

設備類や屋上広告物は、極力設置しないようにしま

しょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 建物 

○建物の規模は、周辺との調和に配慮し、圧迫感を与

えないようにしましょう。 

○建物のスカイラインは、連続性のある高さとしまし

ょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ① 周辺との関わりを考える 

位置・配置 

高さ・規模

セット 
バック 

ショー 
ウイン 
ドー 

民地 車道歩道 

スカイライン 
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外構・緑化 

 

 

 

 

■ 緑化 

○通りに面する境界部は、周辺の良好な自然環境や街

路樹に調和するような植栽を行い、緑量を確保しま

しょう。 

○エントランスは、シンボルツリーを植栽したり、フ

ラワーポットを置くなど、魅力ある表情の演出に努

めましょう。 

 

■ セットバック空間 

○セットバックにより設けた空間には、うるおいと安

らぎを与える周辺の街路樹と調和した植栽や、ベン

チ・フラワーポットなどを配置することにより、に

ぎわいや楽しさを創出しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○まちかどに設けた空地には、木かげを創出したり、

まちかどのめじるしとなるよう、シンボルツリーを

設置しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

■ 駐車場 

○駐車場や駐輪場の境界部周辺は、緑化に努め、緑量

を確保しましょう。境界部に植栽を行う場合は、歩

行者から自動車のギラツキが見えないよう、植栽の

高さは人の目より高くしましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○駐車場の周囲にフェンスを設ける場合はフェンス

の外側に植栽を行い緑化に努めましょう。緑化する

スペースのない場合は、目立たなくするよう、フェ

ンスの高さ、デザインに配慮し、周辺との調和に努

めましょう。色彩は、茶系統など低明度・低彩度の

周辺と調和した色彩としましょう。 

○大規模な駐車場は、駐車区画線に合わせ高木の植栽

を行いましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○鉄骨等によって造られた壁のない立体駐車場は、周

辺部に沿って植栽を行ったり、つる性の植物等を使

い、積極的な壁面緑化を行いましょう。 

 

■ 設備機器周辺 

○設備等が露出してしまう場合は、ルーバーや遮蔽す

る効果のある植栽等で隠したり、建物とのデザイン

の調和に配慮しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ② 質を高める 
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形態意匠 

 

 

 

 

■ 建物の形態意匠 

○建物は、周辺との調和やまちなみとの連続性に配慮

し、周辺に圧迫感を与えないデザインとするよう努

めましょう。 

○大壁面の連続を避け、壁面に凹凸をつけて分節化し

たり、雁行配置としたり、色彩などによって壁面に

変化をつけることで単調な連続を避け、ボリューム

感の軽減に努めましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○通りに面する建物のデザインは、一階部分の軒高や

見切り線をそろえるなど、通りからの見え方に配慮

しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ファサードは、お店のイメージにあった様々な演出

を行い、歩行者空間や通りの表情を豊かにするよう

努めましょう。 

○シャッターは、パイプシャッター等の透過性のある

ものを用い、夜間に照明を消さない等、通りのにぎ

わいを確保しましょう。特に、早い時間に閉店する

銀行等は、通りのにぎわいを演出するよう、 

シャッターや照明に留意しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○大規模な建築物の場合は、中低層部の形態意匠を工

夫し、歩行者が親しみをもてる空間をつくりましょ

う。 

 

 

 

○中心商業地では、建物の一階部分は、商業業務系用

途としましょう。その一階部分では、歩行者を引き

込むような、店内の様子が伺える開放的なファサー

ドを採用し、商品の陳列・展示によるショーウィン

ドー化を目指しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

○ランドマークとなるまちかどの建物は、まちかど広

場と合わせて、地域の特性に配慮したデザインの建

物としましょう。 

 

■ 建物の色彩 

○建物の色彩は、周辺と調和しない原色や突出色を避

け、彩度の低い落ち着いたものとしましょう。 

○コーポレートカラーは、ワンポイントで使うなど、

周辺景観との調和に努めましょう。 

 

■ アンテナ 

○アンテナ類は、CATV 化や集中化を図り、無秩序に林

立することがないようデザインに配慮しましょう。 

 

■ 駐車場フェンス 

○駐車場フェンスは、目立たなくするよう、フェンス

の高さ、デザインに配慮し、周辺との調和に努めま

しょう。色彩は、茶系統など低明度・低彩度の周辺

と調和した色彩としましょう。 

 

■ 広告物・サイン 

○広告物は、雑然とした印象とならず、すっきりと存

在感を主張できるよう、数や大きさ、色づかいなど

のデザインを工夫しましょう。 

○周辺の環境や設置する建物との調和を図りましょ

う。 

○サインは、必要な情報の伝達のみでなく、わかりや

すさ、適切な配置と内容・美しさ・周辺環境との調

和をもった統一と秩序あるものに配慮しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ③ まちなみを彩る 



 34

素材 

その他

右写真：緑化ブロ

ックを使用した

事例 

右写真：商店街での

フリーマーケット

の様子 

 

 

■ アーケード・ゲート 

○店舗単独のアーケードは、極力設置しないようにし

ましょう。 

○既存のアーケードを改造する場合は軒高が高く連

続性があるものとし、透過性の高い屋根の素材や片

もちの構造にする等、歩行者にとって明るくゆとり

が感じられるようにしましょう。 

○ゲートを設ける場合は、道路をまたぐアーチ状のも

のを避け、すっきりとしたデザインの柱状のものと

しましょう。 

 

 

 

■ 擁壁 

○擁壁の素材は、自然素材や緑化ブロック、その他の

景観上良好な意匠を施した化粧ブロック等を積極

的に採用しましょう。また、目地にも変化をつける

など、周辺への圧迫感を軽減するような措置を施し

ましょう。 

 

■ 建物 

○外壁や屋根は、耐久性、耐候性、退色性を考慮し、

年月の経過で、風格や味わいが変わらない素材を使

用するよう努めましょう。 

○輝度の高い金属板等の使用は避けましょう。 

○歩行者の目線に近い低層部分は、自然素材（木材・

石材等）を活用しましょう。 

 

■ 駐車場舗装面 

○駐車場の舗装面は、インターロッキングや緑化ブロ

ックなどによって目立たなくしたり、やわらかい印

象を与えるよう工夫しましょう。規模の小さな駐車

場では、枕木などの活用も考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ ストリートギャラリー 

○みちすじが画廊のような空間となるよう「壁画の

道」づくりや絵タイル使用により演出しましょう。

ただし、装飾過多にならないよう留意しましょう。

実現にあたっては、市民参加方式を取り入れましょ

う。 

 

 

 

 

 

 

■ ユニバーサルデザイン 

○ユニバーサルデザインを進めることで、誰もが通行

しやすく、わかりやすいまちづくりを進めると同時

に、景観に配慮した、心地よいデザインとしましょ

う。 

○スロープを設置する場合は、折り返しが多いと景観

上良くないため、周辺にとけ込むようなデザインと

しましょう。 

○手すりを設置する場合は、設置する場所（屋外・屋

内）に応じた耐久性や耐食性があるものとし、材質

は、触ったときの感触にも配慮し冬に冷たさを感じ

にくい木材等を用いるなど、細部にも配慮しましょ

う。 

 

■ 演出 

○時間帯や季節・場所に合わせてイルミネーションを

行うなど、魅力的な夜景づくりを行いましょう。 

○周辺の環境を考慮して、目に見える風景とともに存

在する、その場にふさわしい音を大切にしましょう。 

また、空間的な余裕がある場合は、自然を感じさせ

る水音の演出なども効果的に活用しましょう。 

○まつりやオープンカフェなどを開催し、にぎわいの

ある景観づくりを行いましょう。 
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工作物などは、山並みへの眺望景観や田園景観などを阻害しないように設置場所に配慮する

とともに、周辺景観との調和と圧迫感の軽減を図るため、立地環境に応じた規模、構造、デザ

イン、色彩などに留意するとともに、緑を効果的に活用しましょう。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 配置 

○景観阻害要因とならないよう、工作物は樹木や建物

背後に配置するように努めましょう。 

 

■ 形態意匠 

○工作物の規模・デザインは、周辺の自然やまちなみ

との連続性に配慮し、周辺に圧迫感を与えないよう

努めましょう。 

○建築物と一体に建設を行う場合は、建築物本体の形

態や意匠と調和したものとしましょう。 

○工作物の色彩は、周辺と調和しない原色や突出色を

避け、彩度の低い落ち着いたものとしましょう。 

 

■ 外構 

○工作物の周辺は、緑化に努め、視覚的・心理的圧迫

感の軽減に努めましょう。 

○工作物周辺をフェンスで囲う場合はフェンスの色

彩は、周辺との調和に配慮し、原色や突出色を避け、

彩度の低い落ち着いたものとしましょう。 

 

■ 素材 

○素材は輝度の高い金属等を避け、周辺への圧迫感を

軽減しましょう。 

 

■ 広告物 

○工作物に付帯する広告看板は極力設置しないよう

にしましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

工作物 景観形成のコンセプト 

工作物 

・工作物はスカイラインの美しさを妨げない

よう尾根からできるだけ低く配置します。

・工作物周辺をフェンスで囲む場合は、

フェンスの外側に植栽を行います。 

工作物のガイドライン D 

 



 36

右写真：擁壁に石材

を使い、自然の風合

いを出している。 

 

 

 

 

■ 配置 

○立体駐車場の配置は、沿道から奥まった場所としま

しょう。やむを得ず沿道に配置する場合は周囲を高

木で囲むようにし、修景に努めましょう。 

 

■ 色彩 

○立体駐車場の色彩は、周辺の建物の壁面と調和した

ものとしましょう。 

 

■ 壁面緑化 

○立体駐車場の壁面には、つる性の植物等を使い、積

極的な壁面緑化を行いましょう。 

 

 

 

 

■ 規模 

○擁壁を計画する場合は、できるだけ高さを抑えまし

ょう。 

○住宅地に擁壁をつくる場合は、人の目線程度の高さ

までに抑えるよう配慮しましょう。 

 

■ 緑化 

○擁壁は、前面道路からできるだけ後退させ、後退部

分にスクリーン効果の高い緑を配置し、擁壁の圧迫

感を軽減させましょう。 

 

■ 形態 

○勾配は、できるだけゆるやかなものとしたり、階段

状の植栽が可能なブロック等を採用しましょう。 

 

■ 素材 

○擁壁の素材は、自然素材や緑化ブロック、その他の

景観上良好な意匠を施した化粧ブロック等を積極

的に採用しましょう。また、目地にも変化をつける

など、周辺への圧迫感を軽減するような措置を施し

ましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

立体駐車場等 

擁壁等 

・つる性の植物により擁壁

の印象をやわらげます。 

道路 

視点場 

・階段状にすることにより

段上に植栽が可能とな

り、奥行きをつくり出す

ことができます。 

・やむを得ずコンクリート等

の擁壁を設置する場合は

前面に高木を植栽して圧

迫感の軽減を図ります。 

・自然石や化粧ブロックを

使用することにより印象

がやわらかくなります。

視点場 

道路

視点場

右写真：立体駐車場

をルーバーで遮蔽

し、周囲に植栽をし

ている事例 
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屋外広告物は、周辺の景観に好影響を与え、まちなみの魅力を高めるものとなるよう、設

置場所や方法、規模に留意するとともに、デザイン、色彩、素材に配慮しましょう。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○広告物の設置場所は、豊かな植栽や松並木への眺望

を妨げない所としましょう。 

○歴史的な資源の周辺は、説明板等の資源に関するも

の以外の看板等は、設置しないようにしましょう。 

○海岸沿いに野立看板は設置しないようにしましょ

う。 

 

 

 

○まちなみの一体感に配慮し、同じ街路に面した同一

街区の看板は、同じ高さに設置するよう努めましょ

う。 

○壁面の広告物はできるだけ低層部に設置するよう

にしましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○広告物は同一内容のものを連続して表示しないよ

うに努めましょう。 

○建物の総壁面積に対する広告物の表示面積はでき

るだけ小さくし、通りに面する正面の壁面は極力掲

出量を抑えるように努めましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○閃光を発したり、動いたりする看板ではなく、間接

照明を施すなど、控えめなデザインとすることでイ

メージアップを心がけましょう。 

○日よけテントは原則として看板に使用しないよう

にしましょう。やむをえず使用する場合は、デザイ

ンに十分配慮し、まちなみと建物との調和に配慮し

た落ち着いたものとしましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

屋外広告物 景観形成のコンセプト 

設置場所 表示方法 

設置位置 
壁 面 の 上 端

よ り 高 く し

ないこと。 

よこ 

たて 

よこ＜たて 

屋上に設置する広告物

の縦横比は、横÷縦≧１

となるようにする 

屋外広告物のガイドライン Ｅ 
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○看板には、木、金属、プラスチック、ネオンランプ、 

帆布など様々な素材がありますが、建物全体と調和

した質の高い素材を選びましょう。 

 

・木   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・鋳物  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・布  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○広告物に使用する色彩は原色や突出色を避けた配

色としましょう。特にベースカラーは彩度を抑え、

素材をいかしたナチュラルカラーやアースカラー

などを用いるようにしましょう。コーポレートカラ

ーなどの彩度が高い場合は、ベースカラーではなく、

文字などの表示色として使用しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○伝統色は、地域性に根ざしたものであり、自然や周

囲の環境とよく調和します。歴史の感じられる地域

ではこれらを積極的に活用し、広告物に風格と落ち

着きをもたせましょう。 

 

 

 

 

 

 

デザイン・色彩 

木の持つ暖かみでうるおいある景観をつくりま

しょう。 

鋳物の持つ格調と独特な重量感をいかしましょ

う。 

のれんや日よけ幕などによる和の雰囲気をいか

しましょう。 
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コモンスペースやセットバック空間など、一般に開放される民有地を含めた公共的空間は、

まちなみにうるおいやゆとりを与え、良好な景観形成に大きな効果を発揮します。積極的に

創出して活用しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

■ 計画 

○開発地をデザインする際は、地域にゆとりと憩いの

空間を提供し、その地域の付加価値を高めるような

コモンスペースを設置しましょう。特に公共性のあ

る施設では、積極的に設置を検討しましょう。 

 

■ 配置 

○コモンスペースを設置する場合は、沿道に配置しま

しょう。 

 

■ まちかど 

○まちかどの建物は、角地部分の壁面後退距離を大き

くとり、まちかど広場の創出に努めましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ デザイン 

○隣接する敷地にコモンスペースがある場合、新たに

設置するコモンスペースはこれと連続するように

配置し、一体感のあるデザインとしましょう。 

○コモンスペースは市民が気軽にくつろぐことがで

きるよう、塀をなくし、開放感を持たせ、様々な形

で水や緑を導入し、また、ベンチ、テーブル、パブ

リックアート等の設置により都市のうるおいを創

出しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公共的空間の景観形成のコンセプト 

コモンスペース 

右写真：集合住宅に

つくられたコモン

スペース 

右写真：住宅地開発でつ

くられた石畳の街区内

通路

公共的空間のガイドライン Ｆ 
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○通りに対するセットバック（壁面後退）により、空

間に広がりを生み出しましょう。歩行者が一休みで

きる場や、待ち合わせの場を提供し、ゆとりの空間

を創出しましょう。 

○集合住宅、商業施設等の大型施設においては積極的

なセットバックを行いましょう。 

○敷地に余裕がある場合は歩道状の空地を設け、歩行

者への開放感を演出しましょう。その場合、境界の

段差等の障害をなくすなど、一体的に利用できる形

態としましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○歩道とそれに連続する歩道状の空地は、舗装素材や

パターンを合わせ、また、見た目にも素材感や色調

を揃えたり、境界部がわかる目印も最小限のものと

して、官民境界ブロックが目立たないようにしまし

ょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○歩行者等の通行機能が優先される歩道と、歩行者が

滞留する空地で空間の機能を分ける場合には、植栽

やストリートファニチュアなどで、緩やかに仕切る

ようにしましょう。仕切りのデザインは、柵や生垣

など、堅さを感じさせる壁とならないよう透過性や

やわらかなしつらえを工夫しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○商業地等で建物全体の後退が難しい場合は１階部

分のセットバックを検討し、歩行者を引き込むよう

な工夫をしましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○商業地等で道路面に対し、一壁面が連続するような

建物の場合には、柱を生かした回廊状（コロネード）

のしつらえや、低層部にオープンテラスの店舗を連

続的に配置するなどして歩行空間ににぎわいを創

出する方法も考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○セットバックした空間に、ベンチやフラワーポット

などを配置することにより、にぎわいや楽しさを創

出しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○敷地内や屋内に通り抜けが出来る空地を積極的に

採用し、地域に新たな回遊性を創出しましょう。 

 

 

 

 

 

セットバック空間 

右写真：１階部分を

セットバックし、歩

行者を引き込む工

夫がされている 

右写真：１階部分

を回廊状にし、引

き込み空間を創

出している 

公地 民地 

公地と民地で舗

装を合わせると、公

共性の高い空間を

創出することがで

きます。 

民有地 

セットバック

空間 公共空間 

建築物 

右写真：植栽でし

きられた歩道状

空地の事例 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第第３３章章  景景観観重重点点区区域域ののガガイイドドラライインン

3 
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海へのシンボル軸は、松の緑が豊かな、湘南の趣きを感じる、平塚駅南口から海岸に至るな

ぎさプロムナードに沿った区域です。景観づくりの基本方針は、海を感じるシンボル軸の形成

と松並木と調和するまちなみの形成を目指します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 建物 

○周辺の建物と壁面のラインをできるだけ揃え、沿道

のリズムを乱さないようにしましょう。 

○南口駅前やなぎさプロムナード沿いの商店街では、

セットバックし、人々を引き込み、対流させる空間

を確保しましょう。 

○まちかどの建物は、角地部分の壁面後退距離を大き

くとり、まちかど広場の創出に努めましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 駐車場配置 

○まちなみやそのにぎわいを分断する駐車場の出入

口は、通りに面して設置しないようにしましょう。

やむを得ない場合は、出入口を一箇所に集約して出

入口の面積を最小限にし、植栽を設けたりデザイン

を工夫するなどして、にぎわいの連続を確保しまし

ょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 建物 

○建物のスカイラインは、連続性のある高さとしまし

ょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 塀・フェンス・生け垣 

○住宅の周囲は、ブロック塀や金網フェンスの使用を

避け、生垣化に努めましょう。 

○まちなみの雰囲気にあった瓦屋根付土塀等は積極

的に保存・活用しましょう。 

 

■ 緑化 

○通りに面する境界部に沿って、高木の並木となる植

栽を行いましょう。 

○樹種は、海岸に至る緑豊かなイメージをめざし、海

岸付近の松林に合わせてクロマツ等の常緑樹を用

いるようにしましょう。 

 

 

 

 

 

 ① 周辺との関わりを考える 

海へのシンボル軸 景観形成のコンセプト 

位置・配置 

高さ・規模

 ② 質を高める 

外構・緑化 右写真：セットバッ

クし、既存の松を保

存して引き込み空

間をつくり出して

います。 

スカイライン 

海へのシンボル軸のガイドライン Ｇ 



 43

 

 

○まちかどに設けた空地には、木かげを創出したり、

まちかどのめじるしとなるよう、シンボルツリーを

設置しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 建物の形態意匠 

○建物は、海や松並木と調和するまちなみに配慮し、

周辺に圧迫感を与えないデザインとするよう努め

ましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

○海のシンボル軸内の建物のデザインは、一階部分の

軒高や見切り線をそろえるなど、通りからの見え方

に配慮しましょう。 

○ランドマークとなるまちかどの建物は、まちかど広

場と合わせて、地域の特性に配慮したデザインの建

物としましょう。 

○旧別荘地の建物の敷地は、その雰囲気を残すよう、

建物が豊かな樹木に囲まれた状態となるような敷

地規模としましょう。 

 

■ 色彩 

○建物の色彩は、周辺と調和しない原色や突出色を避

け、彩度の低い落ち着いたものとしましょう。 

○湘南海岸の松林や周辺の街路樹・植栽（特に松）と

の調和に配慮した色彩にしましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 広告物 

○広告物は、雑然とした印象とならず、すっきりと存

在感を主張できるよう、数や大きさ、色づかいなど

のデザインを工夫しましょう。 

○周辺の環境や設置する建物との調和を図りましょ

う。 

○広告物のデザインは、海や松並木との調和に配慮し

ましょう。特に色彩は、原色や突出色を避け、まち

なみや建物と講和した落ちついたものとしましょ

う。 

○広告物は、同一内容のものを連続して表示しないよ

うに努めましょう。 

○サインは、必要な情報の伝達のみでなく、わかりや

すさ、適切な配置と内容・美しさ・周辺環境との調

和をもった統一と秩序あるものに配慮しましょう。 

 

■ 演出 

○時間帯や季節・場所に合わせて、ライトアップを行

うなど、地域の特性を感じさせる魅力的な夜景づく

りを行いましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○海へのシンボル軸では、周辺の環境を考慮して、目

に見える風景とともに存在する、その場にふさわし

い音を大切にしましょう。また、空間的な余裕があ

る場合は、自然を感じさせる水音の演出なども効果

的に活用しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ③ まちなみを彩る 

形態・意匠 

その他

右写真：天の川を

イメージした「湘

南ひらつか竹燈

祭」 

右写真：なぎさ 
プロムナード 
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都市のシンボル軸は、本市の顔としての魅力や活力を印象づける、平塚駅北口から、市役所

などの行政機関や文化施設などの集積した地区を経て総合公園に至る区域です。景観づくりの

基本方針は、都心の顔となるシンボル軸の形成と公共施設のシンボル性の創出を図り、緑豊か

なまちなみの形成を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 建物 

○周辺の建物と壁面のラインをできるだけ揃え、沿道

のリズムを乱さないようにしましょう。 

○北口駅前や駅前大通り沿いの商店街では、セットバ

ックし、人々を引き込み、対流させる空間を確保し

ましょう。 

○まちかどの建物は、角地部分の壁面後退距離を大き

くとり、まちかど広場の創出に努めましょう。 

 

■ 駐車場 

○まちなみやそのにぎわいを分断する駐車場の出入

口は、通りに面して設置しないようにしましょう。

やむを得ない場合は、出入口を一箇所に集約して出

入口の面積を最小限にし、植栽を設けたりデザイン

を工夫するなどして、にぎわいの連続を確保しまし

ょう。 

■ 鉄塔・煙突 

○公園通りに面する工場は、鉄塔・煙突は通りから目

立たない位置に配置し、色彩は周辺環境との調和に

配慮しましょう。 

 

 

 

 

■ 建物 

○建物のスカイラインは、連続性のある高さとしまし

ょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 緑化 

○総合公園から続く緑の連続性の創出を図るため、周

辺の施設の敷地内に総合公園の緑量と同程度の植

栽を通りに面した部分に行いましょう。その場合、

樹種は、周辺の街路樹や植栽、特に平塚八幡宮の杜

や総合公園の植栽との連続性を考慮し、それと調和

したものを用いるようにしましょう。 

○通りに面する境界部へ植栽を行う場合、樹種は、平

塚八幡宮の森に調和した緑豊かなイメージをめざ

し、彩りのある花木（例えば平塚八幡宮付近のヤエ

ザクラ並木等）を用い、四季の変化が感じられる落

葉樹等を用いるようにしましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○まちかどに設けた空地には、木かげを創出したり、

まちかどのめじるしとなるよう、シンボルツリーを

設置しましょう。 

 

 

 

 

都市のシンボル軸 景観形成のコンセプト 

位置・配置 

 ① 周辺との関わりを考える  ② 質を高める 

外構・緑化

高さ・規模 

都市のシンボル軸のガイドライン Ｈ 
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右写真：沿道にバ

ラを植栽してい

る事例 

 

 

■ 工場の外構 

○通りに面する工場のブロック塀や金網フェンスは、

撤去又は後退し、道路沿いには、周辺の街路樹等と

調和した遮蔽効果のある植栽を行いましょう。やむ

を得ずフェンス等を設置する場合は植栽の内側に

設置するようにしましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 建物の形態意匠 

○建物は、都市の顔となるシンボル性に配慮し、周辺

に圧迫感を与えないデザインとするよう努めまし

ょう。 

○都市のシンボル軸内のデザインは、一階部分の軒高

や見切り線をそろえるなど、通りからの見え方に配

慮しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ランドマークとなるまちかどの建物は、まちかど広

場と合わせて、地域の特性に配慮したデザインの建

物としましょう。 

○大門通りや不動通りでは、参道としての特徴をいか

し、歴史の感じられるデザインを取り入れましょう。 

 

■ 建物の色彩 

○建物の色彩は、周辺と調和しない原色や突出色を避

け、彩度の低い落ち着いたものとしましょう。 

○平塚八幡宮の杜や街路樹の緑との調和に配慮した

色彩にしましょう。 

○伝統色は地域性に根ざしたものであり、自然や周囲

の環境とよく調和します。大門通りや不動通りでは、

これらを積極的に活用し、風格と落ち着きをもたせ

ましょう。 

 

 

 

 

■ 広告物・サイン 

○広告物は、雑然とした印象とならず、すっきりと存

在感を主張できるよう、数や大きさ、色づかいなど

のデザインを工夫しましょう。 

○周辺の環境や設置する建物との調和を図りましょ

う。 

○広告物のデザインは、平塚八幡宮の森の緑との調和

に配慮しましょう。特に色彩は原色や突出色を避け、

まちなみや建物と講和した落ちついたものとしま

しょう。 

○サインは必要な情報の伝達のみでなく、わかりやす

さ、適切な配置と内容・美しさ・周辺環境との調和

をもった統一と秩序あるものに配慮しましょう。 

 

■ 演出 

○時間帯や季節・場所に合わせて、ライトアップを行

うなど、地域の特性を感じさせる魅力的な夜景づく

りを行いましょう。 

○都市のシンボル軸では、周辺の環境を考慮して、目

に見える風景とともに存在する、その場にふさわし

い音を大切にしましょう。また、空間的な余裕があ

る場合は、自然を感じさせる水音の演出なども効果

的に活用しましょう。 

○まつりやオープンカフェなどを開催し、にぎわいの

ある景観づくりを行いましょう。 

○ショールームを設置したり、製造工程が見学できる

ようにするなど、地域に開かれた工場空間としてイ

メージアップに心がけましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○休業日の工場敷地内のオープンスペースの一部開

放等、積極的に市民の憩いの場となる広場を創出し

ましょう。 

 

 

 

 

 

形態・意匠 

 ③ まちなみを彩る 

その他
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歴史軸は、高麗山への眺めとともに多くの寺社や史跡が点在する、かつての宿場町のあった

旧東海道沿いの区域です。自治会や商店会等区域内の住民が主体となり、様々な景観まちづく

り活動が展開されています。景観づくりの基本方針は、旧東海道にまつわる歴史の発掘と高麗

山への眺望をいかしながら、平塚宿のにぎわいを再生したまちなみの形成を目指します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 建物 

○周辺の建物と壁面のラインをできるだけ揃え、沿道

のリズムを乱さないようにしましょう。 

○まちかどの建物は、角地部分の壁面後退距離を大き

くとり、まちかど広場の創出に努めましょう。 

 

■ 駐車場 

○まちなみやそのにぎわいを分断する駐車場の出入

口は、通りに面して設置しないようにしましょう。

やむを得ない場合は、出入口を一箇所に集約して出

入口の面積を最小限にし、植栽を設けたりデザイン

を工夫するなどして、にぎわいの連続を確保しまし

ょう。 

 

 

 

 

 

 

 

■ 建物 

○建築物の高さは、高麗山への見通し線の確保を図る

よう、高麗山の視線を妨げない高さに配慮し、屋上

設備類の露出や屋上看板の設置がないようにしま

しょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 緑化 

○通りに面する境界部へ植栽を行う場合、樹種は四季

を通じて緑豊かな雰囲気があり、旧東海道の松並木

を思わせるような松を中心とする常緑樹を用いる

ようにしましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○まちかどに設けた空地には、木かげを創出したり、

まちかどのめじるしとなるよう、シンボルツリーを

設置しましょう。 

 

■ 塀・生け垣・フェンス 

○住宅の周囲は、ブロック塀や金網フェンスの使用を

避け、生垣化に努めましょう。 

○まちなみの雰囲気にあった瓦屋根付土塀等は積極

的に保存・活用しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

歴史軸 景観形成のコンセプト 

位置・配置 

高さ・規模 

 ① 周辺との関わりを考える  ② 質を高める 

外構・緑化

歴史軸のガイドライン Ｉ 
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■ 建物の形態意匠 

○建物は、旧東海道の歴史や高麗山への眺望に配慮し、

周辺に圧迫感を与えないデザインとするよう努め

ましょう。 

○建築物は、街道筋や宿場町としての歴史を感じさせ

るデザインを基調とし、「格子」「のれん」「飛び石」

「石垣」など、古来のまちの空間にあった要素をい

かして具体的なデザインを展開しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○外壁や建具の素材は、歴史的な雰囲気を大切にし、

竹材や木材などの「和」を感じさせる、年月の積み

重ねで風格や味わいを増す素材を使用するよう努

めましょう。 

○歴史軸内の建物のデザインは、一階部分の軒高や見

切り線をそろえるなど、通りからの見え方に配慮し

ましょう。 

○東海道本通りに面する建物のデザインは、屋上設備

類の露出や屋上看板等の設置が難しい屋根形状（傾

斜屋根等）とし、地域の歴史や高麗山への眺望に配

慮しましょう。 

○ランドマークとなるまちかどの建物は、まちかど広

場と合わせて、地域の特性に配慮したデザインの建

物としましょう。 

○アーケードは設置しないようにしましょう。 

 

■ 建物の色彩 

○建物の色彩は、周辺と調和しない原色や突出色を避

け、彩度の低い落ち着いたものとしましょう。 

○伝統色は地域性に根ざしたものであり、自然や周囲

の環境とよく調和します。これらを積極的に活用し、

風格と落ち着きをもたせましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 広告物・サイン 

○広告物は、雑然とした印象とならず、すっきりと存

在感を主張できるよう、数や大きさ、色づかいなど

のデザインを工夫しましょう。 

 

○周辺の環境や設置する建物との調和を図りましょ

う。 

○広告物のデザインは、旧東海道の歴史や高麗山への

眺望との調和に配慮しましょう。特に色彩は、原色

や突出色を避け、まちなみや建物と講和した落ちつ

いたものとしましょう。 

○広告物は、石、木、鋳物、布などの和の素材を積極

的に使用しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○サインは、必要な情報の伝達のみでなく、わかりや

すさ、適切な配置と内容・美しさ・周辺環境との調

和をもった統一と秩序あるものに配慮しましょう。 

○旧街道筋の歴史的な資源へのアクセスルートの案

内や説明のため、周辺環境に調和したわかりやすく

集約されたサインを計画的に配置しましょう。 

 

■ 演出 

○時間帯や季節・場所に合わせて、ライトアップを行

うなど、地域の特性を感じさせる魅力的な夜景づく

りを行いましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○歴史軸では、周辺の環境を考慮して、目に見える風

景とともに存在する、その場にふさわしい音を大切

にしましょう。また、空間的な余裕がある場合は、

自然を感じさせる水音の演出なども効果的に活用

しましょう。 

○旧東海道の歴史にちなんだ、まつりやイベントを開

催し、個性ある景観づくりを行いましょう。 

形態・意匠 

 ③ まちなみを彩る その他

右写真：湘南邸園文

化祭での崇善公民

館のライトアップ 
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